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原著

VEP （視覚性誘発電位）および脳波へのラベンダーおよびペパーミントの

効果

成， 生田琢己井 崎 ゆみ子，木ノ桐 三知子，三木佐知子，山 西

徳島大学医学部神経精神医学教室（主任：生田琢己教授）

（平成 9年7 月28 日受付）

健常成人男性15名を対象とし，ラベンダーおよびペ

パーミントの匂い刺激が YEP （視覚性誘発電位）と脳

波に及ぼす影響を研究した。YE P を含む脳波を経時的

に匂い刺激前， 刺激中，刺激後15分， 30分から記録し，

結果を統計的に検討して以下の結果を得た。

1 ラベンダーの匂い刺激中， YEP は，短～長潜時

成分において有意に潜時延長，振幅減少し，脳波

は，α2波が増加し，刺激後有意に0波が増加し

た。

2 ペパーミントの匂い刺激中， YEP は，長潜時成

分では有意にi替時延長，振幅減少し，短潜時成分

では有意に振幅減少した。脳波は有意な α2波の

減少と ~ 2 波， 8 波の増加を示した。

3 これらのことからラベンダーの匂い刺激は，外側

膝状体から視覚皮質に対して抑制を呈し，緊張抑

制や鎮静催眠作用を，ペパーミントの匂い刺激は

皮質下での抑制作用をほとんど示さず，弱い中枢

抑制作用と th ym olepti c作用をもっ可能性が示唆

され，作用機序としては GA B A の関与が推測さ

れた。

匂いの情報は嘆覚伝導路を通じて大脳辺縁系，視床下

部に入力され，本能的行動や感情に影響を与える 1）。 近

年，匂いが脳機能に及ぼす影響については，脳波2～11 ).

事象関連電位6,7・ 12l, PE T (po sitr on emi ss ion tom ogra -

ph y) 8, 12）などによる研究がある。しかし，匂いが大脳

誘発電位へ及ぼす効果についての研究は A EP （聴覚性

誘発電位）による研究13）しかない。本研究では当教室の

組織的な大脳誘発電位研究の一環と して，アロマテラ

ピーでは鎮静作用を もっといわれるラベンダーと神経強

壮作用をもっといわれるペパーミント 14 ）の匂い刺激が，

長潜時成分を含む YE P （視覚性誘発電位）及び脳波に

与える効果について検討した。

研究対象および方法

研究対象

YEP における性別15 ）および精神疾患16, 17）の影響を避け

るために，健常成人男性を対象とした。被験者にはあら

かじめ本研究について充分な説明を行い同意を得た。

被験者は22 ～39 歳 （平均29 .1 ±4.8歳）の健常成人男

性15名であり，全員について，ラベンダーおよびペパー

ミン トの匂いによるYEP 及び脳波の変化を調べた。全

員向精神薬の使用者ではなく，正常脳波で，嘆覚機能に

異常はなかった。

2 研究方法

2 ・1 匂いの呈示方法

それぞれ約84e の室内空気を詰めたポリエチレンの袋

の中で，ラベンダーおよびペパーミントの天然植物精油

のそれぞれ0. 016m€及び0. 013m€を電熱板上に滴下し拡散

させたものを試料とした。この袋を一方通行弁のついた

マスクに接続し，マスクで被験者の口および鼻を覆って

密着させ，鼻で呼吸をするよう指示して前記試料を10 分

間吸引させた。呼気は袋内には戻さず tub eで誘導して

室外に排気した。各被験者につきラベンダー とペパーミ

ントによる実験 sessio n の聞に数日以上の間隔をおき，

ペパーミント，ラベンダーのJll 質に施行した。

2 ・2 匂いに対する評価

匂いの強さを，「無臭」から「耐えられないほど強い

匂ぃ」まで6段階で実験終了後に各被験者に評価させた。

また，匂いの快 ・不快度についても「極端に快Jから 「極

端に不快」まで9段階で，同様に評価させた18 ）。

2・3 YE P および脳波の記録方法

各被験者の頭皮上に10-20 国際電極法に準拠して記録

電極を装着 したあと， 24～25 ℃に保たれた shi eld roo m 
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の中の記録用椅子を倒して仰臥させ静臥閉眼状態で

VEP を含む脳波を記録しながら 同時に被験者の意識

状態を脳波で監視した。遮音した Retinogragh MSP- 2 R 

（日本光電，以下特記なければ同じ）の XENON 管か

ら， 0.6joules のenergy の単発閃光を，被験者の閉眼し

た両眼験上30cm の距離から照射した。閃光刺激の 1sec 

後に音刺激が，その 2sec 後に弱い右正中神経電気刺激

が与えられ，さらに 2sec 後に次の閃光刺激が与えられ

る刺激のサイクルを繰り返して 被験者の覚醒水準を一

定に保つようにした。 VEP の記録誘導は，当教室で用

いている第2誘導（01 →A 1 + 2）および第5誘導（o1 
→Cz) 19）を用いた。VEP を含む脳波は，両記録誘導か

ら誘導され，前置増幅器AB-622M を用い，時定数

0.1sec ，高域filterlOOHz で， hum 除去機構を作動させず

増幅され，光刺激と同期する出gger pulse とともに Data

Recorder (TEAC RX -50L ）で録磁した。

VEP を含む脳波の記録は，匂い刺激前，匂い刺激中，

匂い刺激後15分，及び30分から10分間にわたって計4回，

約 1時間で記録された。

2・4 データ処理方法

2・4・1 VEP のデータ処理方法

前記Data Recorder により録磁された VEP を含む脳波

と光刺激の trigger pulse とを，筋電図などの artifact を視

察により除去して再生しながら加算平均装置（ATAC-

210, 1024address ×2 2°bit ）で，解析時間1024msec にて

100 回加算平均して個々の VEP を記録し， Computer

(PANAFACOM U-llOO ）によって日oppy disk に録磁

し，さらに Computer でdata 処理した。個々の VEP 波形

はすべて，記録機器系の状態を含む脳外の諸条件による

基線の偏りや傾斜を最小二乗法により基線からの各瞬時

値の2乗和が最小になるように修正した。

2・4・2

(1 ）群平均 VEP の検討

両記録誘導別に，各記録時間ごとに，全15被験者の

VEP 波形を総加算平均した群平均VEP ( Group Mean 

VEP ）を求め， CRT (cathode-ray tube ）上で健常成人

男性100 名の composite VEP1 3lと重ねて表示し，視察によ

りPl～ 8, N l～ 8の成分を特定し，その潜時および

振幅の変化を検討した。

( 2）各被験者の VEP の検討

CRT 画面上にて各被験者の VEP を各記録誘導別，各

記録時間別に対応する記録時間の群平均 VEP を基準と

して重ねて表示し，各被験者の VEP の各成分を視察に
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より特定した。また 各被験者の各記録session につい

て，両記録誘導別に，各記録時間における匂い刺激前値

と匂い刺激中および匂い刺激後の各記録時間の計測値の

差を Wilcoxon signed -ranks test によって検定した。ま

た，匂い刺激中および後の刺激前の計測値に対する比

（%）の平均を求めた 。

2・4・3 脳波のデータ処理方法

各記録session の各記録時間において，両記録誘導か

ら磁気tape に録磁された脳波を， Aρ変換しFFT （高

速フーリエ変換）法を用いてサンプリングレート

128Hz, 512point で各4秒間の8エポック（32秒）につ

いて0.25Hz 刻みに周波数解析を行い，絶対パワー値を

算出した（Dell 333s/L) o 周波数帯域は2.0Hz から30.0

Hz までを分割してo(2.0 ～3. 75Hz ），。（4.0～7. 75Hz), 

α1 (8. 0～9. 75Hz ）， α2 (10.0 ～12. 75Hz ），。1(13. 0～ 

19. 75Hz), ~ 2 (20. 0～30. OHz ）の6帯域ごとにパワー

百分率を求めた。そして，匂い前パワー%の平均と匂い

中，匂い後の各記録時間のパワー%の平均の差を

Wilcoxon signed -ranks test によって検定した。また，各

周波数帯域の匂い中，匂い後の各記録時間のパワー%平

均の匂い前パワー%平均に対する比を求めた。

2・4・4 VEP と脳波パワー%との相関

VEP 各成分の平均潜時及び頂点間平均振幅と脳波の

各周波数別パワー%との相関係数を求めて検定した 。

研究結果

1 匂いに対する評価

6段階匂い強度表示法でラベンダーとペパーミントの

匂いについてそれぞれ各被験者に匂いの強度について評

価させたところ，いずれの匂いも15名中14名の被験者が

2の「何のにおいかわかる らくに感じる弱い匂いjか

ら3の「明らかに感じる匂いjを選んだ。それで，各被

験者が感じたラベンダーとペパーミントの匂いの強度に

大きな隔たりはなかったものと判断された。9段階法で

快・不快度について評価させた結果 ラベンダーでは

+l の「やや快jから＋ 2の「快Jと答えた者が14名で
あったのに対して，ペパーミントでは10名であり，ラベ

ンダーの匂いのほうが快であると感じた被験者がやや多

かったが，各被験者が感じたラベンダーとペパーミント

の匂いの快・不快度に大きな隔たりはなかった。また，

いずれの匂いについても不快と感じた被験者はいなかっ

た（表I，表2）。
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におい強度 においの強さの感じ ラベンダー ペパーミント

。 無臭 O 人 O 人

何のにおいかわからないが，ややかすかに何かを感じる強さ 1 1 

2 何のにおいかわかる，らくに感じる弱いにおい 5 6 

3 明らかに感じるにおい 9 8 

4 強いにおい 。 。
5 耐えられないほど強いにおい 。 。

計15 人 計15 人

YEP （視覚性誘発電位）および脳波へのラベンダーおよびペパーミントの効果

6段階におい表示法表 l2 

ラベンダー ペパーミント

+4 極端に快 O 人 O 人

+3 非常に快 。 。
+2 ’快 8 6 

+l やや快 6 4 

0 快でも不快で、もない 5 

-1 やや不快 。 。
-2 不快 。 。
-3 非常に不快 。 。
-4 極端に不快 。 。

計15 人 計15 人

快－不快度表2
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3 ・ 1各被験者の VEP の潜時の変化

ラベンダーによる匂い刺激中の70msec 以内の短潜時

成分では，第 2誘導では有意な変化はなく第 5誘導では，

N3 潜時が有意に延長した。 70msec 以降の長潜時成分で

は同じく匂い刺激中に 第 2誘導では N5 潜時が有意に

延長し，第 5 誘導では P4, N4, P5i 替時が有意に延

た。

ペパーミントでは 第 2誘導では匂い刺激中に N4

潜時が著明に延長し刺激後に回復した。ほかは，各成分

潜時において部分的に短縮及び延長が混在し一定の傾向

を示さず，第 5誘導では，匂い刺激中から後にかけて

P4 ～N5 成分の潜時が延長し，頂点間振幅は減少した

が， P6 ～PS 成分の頂点問振幅は増大した（図 1）。

3 各被験者の VEP の変化

匂い刺激前の各被験者の VEP は基本的には対応する

記録誘導の匂い前群平均 VEP 波形に準じており，概ね

Pl ～PS, N 1 ～NS の成分を特定することができた。

ラベンダー，ペパーミントの匂い刺激前，中，後の全15 被験者の双極誘導群平均 YEP 。図 I

。匂い刺激前

．匂い刺激中

血匂ぃ刺激後15 分

． 匂い刺激後30 分
PS 

群平均 VEP

第 2誘導から記録された

群平均 VEP は，著明な N

3, P4 ～ 6, N 7 を，第

5誘導から記録された群平

均 VEP は著明な N3, P4 

～ 5, N5 を含むいずれも

概ね 3相性の輪郭を呈し，

Pl ～PS, N 1 ～NS の成

分が特定された（図 1）。

ラベンダーでは，匂い刺激中に両誘導ともに N3 潜時

が延長し，匂い刺激後に回復した。第 5 誘導では P5 以

後の各成分潜時で匂い刺激中から後にかけての延長がみ

られた。また，頂点間振幅は両記録誘導で，匂い刺激中

から後15 分にかけて概ね減少したが刺激後は回復傾向を

示し，第 2誘導で P4 は匂い刺激中から著明に陰性変位

して刺激後回復し P6 は刺激中著明な陽性変位を示し
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左はラベンダー右はペパーミント。縦軸は基線からの振幅 （50μV
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長し，いずれも 15 ～30 分後まで持続した。また匂い刺激

中は有意に変化しなかったが匂い刺激後に，第 2 誘導で

はN 3 ～P5 ，第 5 誘導では P3 及び N 5 ～P7 潜時がは

じめて有意に延長した。

ペパーミントによる匂い刺激中 第2 誘導では短長潜

時成分のいずれも有意な変化はなく，第 5 誘導では，長

潜時成分 P5 i替時が延長し匂い刺激後も持続した。第 2

井崎ゆみ子

誘導の N 4 ，第 5 誘導の N6, P8, N 8 潜時は匂い刺

激後にはじめて延長した。ペパーミントでもラベンダー

と同様に有意な変化はすべて延長であったが，ラベン

ダーと比較して有意な変化を呈した成分は少なく ，延長

の程度も小さかった（表3 ）。

3 ・ 2 各被験者の YEP の振幅の変化

ラベンダーによる匂い刺激中 第 2誘導では頂点間振

表3 ラベンダーおよびペパーミントによる VEP 各成分潜時の変化

ラベンダー ペパーミント

第 2 誘導（01 →A1+2) 第 5 誘導（01 →CZ) 第 2 誘導（01 →A1+2) 第 5 誘導（01 →CZ)

BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/I ヨE A15/BE A30/BE 

p 1 16.8 107 128 107 15 .0 99 103 75 、16.7 159 15.3 99 84 107 

N 1 23.0 107 98 119 22.0 105 124 80 25.3 85 119 21 .2 118 127 

p 2 33.9 100 107 109 27.8 105 113 104 32.9 101 101 103 32 .0 97 96 93 

N 2 43.9 101 105 106 36.7 105 102 103 45 .7 101 99 104 37.4 102 102 95 

p 3 54.4 104 104 109* 51.9 104 104** 105 57.1 100 101 108 51.5 104 100 103 

N 3 69.4 104 105** 104* 70.3 104* 102 103 75.6 97 97 102 70.9 102 100 103 

p 4 94.4 106 11 O** 108** 93 .6 106* 104** 105 ・102.5 103 100 101 96.2 102 101 100 

N 4 116 .2 110 108* 108 113 .3 108** 106** 107 ・122 .1 103 106* 105 110.9 102 103 104 

p 5 143 .8 104 108** 108* 134.7 106** 102* 102 149.1 99 102 99 130 .5 102* 102 103** 

N 5 177.5 106** 105 合 104 180.7 102 105** 11 O** 176.2 101 103 104 185 .3 100 102 101 

p 6 206.0 100 104 104 225.9 99 105* 105* 205 .1 100 103 104 225.5 100 101 104 ・
N 6 256.5 100 103 108** 267.0 102 105** 107 “ 256.9 99 101 104** 264.8 101 104* 104 

p 7 295.5 101 103 106* 310.1 101 105* 105 290 .9 99 102 104 300.1 102 103 105 “ 
N 7 337 .5 101 102 103 356.7 100 103 103 342 .1 98 100 101 349.5 101 103 104 

p 8 390 .9 101 100 103 403 .6 101 102 103 383 .9 99 101 100 390 .5 101 105* 106 

N 8 428 .8 101 100 103 443 .7 101 102 105 426.5 99 101 101 432 .9 102 104* 105 

全15 被験者の各記録誘導から記録された各 YEP 成分の平均潜時 （msec ）の匂い刺激による変化。匂い刺激中と刺激後 2回
の計測値の匂い刺激前（BE ）の平均潜時に対する比 （%），及びその差の Wilcoxon signed ranks test の結果。（右添えの＊印，

*P<0.05, * *P< 0 .01) 
DU, Al5, A30 ：各々匂い刺激中，刺激後15 分， 30 分

表 4 ラベンダーおよびペパーミントによる河P 各成分平均頂点間振幅の変化

フベンダー ペパーミント
第 2誘導（01 →A1+2) 第 5誘導（01 →CZ) 第 2誘導（01 →A1+2) 第 5誘導（01 →CZ)

BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE 

P1-N1 194.0 165 74 158 152.0 56 46 55 198 .1 33 149.0 202 276 

N1-P2 185.6 119 232 498 104.1 178 79 140 120 .4 241 49 159.8 131 73 

P2-N2 392.9 136 102 87 218 .0 111 133 106 494 .4 100 83 65 236.1 80 75 161 

N2-P3 460.6 135 120 196 746.4 94 103 86 423 .3 103 90 151 669.9 90 100 129 

P3-N3 1013.8 106 128 107 1290.8 224 99 171 1029 .3 77* 76 100 1424 .6 88 93 93 

N3-P4 2291.8 105 105 93 2600.6 87 ” 102 86** 2464 .6 86* 96 94 2699.9 97 94 81* 

P4-N4 1191 .0 67 ・ 250 157 1176 .9 123 127 91 888.8 150 153 363 745.4 132 172 229 

N4 ・P5 1372 .7 87 113 138 882 .1 108 116 127 1131.7 144 236 179 999 .0 126 113 98 

P5 ・N5 1352.5 91 115 70 3446 .8 68** 86* 92 1677.4 71 82 103 4117.2 71 “ 75 “ 75** 

N5-P6 1323.0 103 123 107 2108.7 97 97 94 1163 .9 85 74* 118 2066.4 91 105 107 

P6-N6 1910.7 128 102 111 1595 .3 156 187 183 1669.9 109 107 121 1246.5 149 179 185 

N6-P7 1011. 3 108 119 105 1388.5 138 122 129 880.4 191 198 227 1221.9 159 140 161 

P7 ・N7 1446.3 100 95 113 1620.9 89 97 91 1518 .0 121 98 123 1494.8 112 149 112 

N7-P8 1278.9 152 118 122 1356.3 107 111 93 1178 .5 122 118 128 1172.5 102 134 163 

P8-N8 1027 .0 149 123 99 1057 .9 144 161 145 1084.6 113 107 115 1188.7 109 103 159 

全15 被験者の各記録誘導から記録された各四P 成分の peak-to ・peak 平均振幅の匂い刺激による変化。
匂い刺激中，後 2 回の計測値の匂い刺激前 （BE ）の平均振幅に対する比（%），及びその差の Wilcoxon signed ranks test の結果。（右添え

の＊印，＊P<0.05, * *P<0.01) 
DU, Al5, A30 ：各匂い刺激中，刺激後15 分， 30 分
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幅P4 -N4 が有意に減少した。第5誘導ではN3-P4

が有意に減少し，匂い刺激後いったん回復し， P5-N5

では有意に減少し 刺激後15分まで持続した。

ペパーミントによる匂い刺激中に，第2誘導で

P3-N3, N3-P4 が有意に減少後徐々に回復し，第

5誘導でP5-N5 が匂い刺激中から後30分まで有意に

減少した（表4）。

4 脳波の定量的周波数分析の結果

ラベンダーでは，匂い刺激中に有意な変化は見られな

かったが， α2波帯域パワー%について，ペパーミント

では減少したのに比して増加した。。波帯域においては，

匂い刺激中にいったんわずかに減少した後，増加に転

じ， 30分後に有意に増加した。ペパーミントでは，匂い

刺激中に有意に α2波帯域が減少し，戸2波帯域が増加

した。 α2波帯域はその後回復し，戸2波帯域は徐々に

減少し， 30分後に有意に減少した。また， α1波帯域は

匂い刺激中より徐々に増加し30分後に有意に増加し

た（表5）。

5・1 YEP 各成分の潜時と脳波の周波数帯域別パ

ワー%との相関

ラベンダーの匂いでは第2誘導でα1波帯域と N3,

α2波帯域と P6, ~ l波帯域と P3が有意な正の相関，

8波帯域と P3が有意な負の相関があった。第5誘導で

は戸2波帯域と N7が有意な負の相関があった。

ペパーミントの匂いでは第2誘導で8波帯域と P3 に

正の相関があり， α2波帯域と P3, 戸1波帯域と P7,

戸2波帯域と N3, N6 に負の相関があった。第5誘導

では8波帯域， α1波帯域と P3 に正の相関が， α2波

帯域と P3 に負の相関があった（表6）。

5・2 YEP 各成分の頂点間振幅と脳波パワー%との

相関

ラベンダーの匂いでは第2誘導で8波帯域と頂点間振

幅N 6 -p 7, 戸2波帯域と N4-P5 に負の相関があっ

た。第5誘導では8波帯域と N5-P6, P6 N6 ，α2 

波帯域と P5-N5 で負の相関が，。波帯域， Pl波帯域
とP5-N5 で正の相関があった。

ペパーミントの匂いでは第2誘導で0波帯域と

P8-N8, ~2 波 と 3 の ，

2波帯域と P7-N7 が正の相関があった。第5誘導で

は8波帯域と N5-P6, p2波帯域と P4 N4が負の

相関が， α2波帯域と P4 N4が正の相関があった（表

7）。

考 察

YEP による本研究では，ラベンダー，ペパーミント

のいずれでも有意な変化は潜時延長，振幅減少であり，

いずれも YEP に対して抑制的に作用した。両記録誘導

のうち，双極誘導（第5誘導）からのYEP がより多く

表5 ラベンダー及びペパーミントによる脳波のパワー%の変化

周波数帯域（HZ)
8 。 α1 α2 

(13. !~9. 75) (20. i-~o. 3) (2. 0-3. 75) (4. 0-7. 75) (8.0-9. 75) oo. oo 12. 75) 

第2誘導 BE 9.10 22.10 9. 70 26.60 17.40 15.10 

DU/BE 1. 02 0.97 1.15 1. 35 1. 00 1.16 

L Al5/BE 1. 09 1.11 1.15 1.18 1. 07 0.96 

A30/BE 1. 25 1.40 1.14 0.90 1.14 0.99 

第5誘導 BE 7.60 21. 80 10.00 26.60 18.10 15.90 
A DU/BE 1. 04 0.98 1.43 1. 72 1. 00 1.11 

Al5/BE 1.10 1.13 1.34 1. 65 1. 03 0.96 

A30/BE 1.48 1. 37 1.15 1. 06 1.12 1. 06 

第2誘導 BE 6.40 16.40 8.90 35.20 18.20 14.80 

DU/BE 1. 51 1.11 1.11 0.85* 1. 09 1.32* 
p Al5/BE 1. 03 1.14 1. 33 1. 06 0.96 0.95 

A30/BE 1. 84 1. 73 1. 27* 0.99 0.96 0.86* 

第5誘導 BE 5.90 17.50 11. 20 35.00 17.00 13.40 

E DU/BE 1. 52 1. 00 1.14 0.96 1. 01 1. 22 

Al5/BE 0.85 1. 02 1. 35 1.12 0.95 1. 04 

A30/BE 1. 81 1. 63 1.17 1. 01 0.91 0.95 

両記録誘導における各周波数帯域の匂い刺激前（BE）のパワー%の平均と，匂い刺激中（ DU/BE ），匂い刺
激後15分（Al5/BE) , 30分（A30/BE ）のパワー%の匂い刺激前のパワー%に対する比の平均。およびその
差のWilcoxon signed ranks test の結果（右添えの＊印，＊P<0.05, * *P<0.01 ）。 LA ：ラベンダー， PE ：ベ
ノtーミント
DU, Al5, A30 ；各匂い刺激中，刺激後15分， 30分
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表 6

第

L 2 

誘

導

A 

第

5 

誘

導

第

p 2 

誘

導

E 

第

5 

誘

導

匂い刺激中，および後の各 YEP 成分潜時と脳
波のパワー% の相関

～ P3 N3 P4 N4 ～ P6 N6 P7 P8 

0 
。

al ↑f 
a 2 

β1 

β2 

0 
。

al 

a 2 

β1 

β2 ↓ 

0 
。

er 1 

a 2 

β1 

β2 

0 ↑↑ 

fJ 

a 1 

a 2 ↓↓ 

β1 

β2 

両記録誘導から記録された YEP 各成分の潜時と，同
一記録誘導からの EEG の各周波数帯域別パワー% と
の相関係数の検定結果。
（↑： p< 0.01 ，↑↑： p<0.05, 

負の相関を表わす）。
↓はそれぞれ正，

有意な変化を呈した。有意に変化した各成分潜時および

頂点間振幅は，ラベンダーでは，第 5 誘導で匂い刺激中

あるいは後に短潜時成分 N3, P3 潜時が延長し，頂点

問振幅 N3 -P4 が減少し，匂い刺激中から後にかけて

長潜時成分 P4, N4, P5 潜時が延長し， P5-N5 振

幅が減少した。ペパーミントでは，短潜時成分潜時に有

意な変化を認めないが， P3-N3, N3-P4 振幅は有

意に減少し，長潜時成分においては匂い刺激中に有意に

P5 が延長し，振幅については P5-N5 が刺激後まで

有意に減少した。これらはいずれも抑制所見であるが，

潜時についてはラベンダーがペパーミントに比し潜時延

長が短潜時を含めた広い成分に及び また延長の程度も

大きく，ラベンダーの方が抑制作用が強いと考えられた

が，振幅についてはペパーミントはラベンダーと同様の

抑制作用を呈した。

筒井20 ）は，約70msec までの短潜時 YEP (SVEP ）は，

網膜神経節細胞から視路 （膝状体系と非膝状体系）を経

て視中枢に至るまでの電気反応であり，それ以後の成分

は，広範囲の皮質視中枢における反応に由来するとし，

また， SVEP は，約40msec までに網膜律動様小波群， 40 ～

70msec に視路脳幹電位群， 70msec 前後に後頭葉電位群

を含むとしている。また，潜時の変化は大脳白質の，振

幅の変化は大脳灰白質の機能を反映するとの報告があ

る2.22 ）。このことより，ラベンダーの匂い刺激は，視床

井崎 ゆみ子

表7 匂い刺激中，後の YEP 各成分の頂点間平均振幅と脳波と
の相関

～ N3P4 P4N4 N4P5 PSNS NSP6 P6N6 N6P7 P7N7 N7P8 P8N8 

0 
第。

L 2 a 1 

誘 a2

導 β1

A β2 

0 
第 8

5 a 1 

誘 a2

導 β1

β2 

0 
第。 ↓↓ 

p 2 a 1 

続 a 2

導 β1

E β2 

8 

第。

5 a 1 

誘 a2

導 β1

β2 

両記録誘導から記録された YEP 各成分の頂点間平均振幅と，同
一記録誘導からの脳波の各周波数帯域別パワー% との相関係数の
検定結果。
（↑： p<0.01, 

を表わす）。
↑↑： p<0.05, ↓はそれぞれ正， 負の相関

（外側膝状体）から視中枢に至るまでの神経路および広

く皮質視中枢での興奮伝達を抑制したものと考えられ，

一方ペノtーミントの匂いは皮質下の視覚神経伝達にはほ

とんど影響を及ぼさないが，大脳灰白質に対して抑制的

に作用したものと考えられた。

脳波では，ラベンダーでは匂い刺激中の α2波帯域の

増加と匂い刺激終了後の 0 波帯域の有意な増加が見ら

れた。一方，ペパーミントでは匂い刺激中に有意な α2

波帯域の減少と戸 2波帯域の増加及び有意ではないが，

8 波帯域の増加を認め，刺激終了後α1 波帯域の有意な

増加と p2 波帯域の有意な減少および有意ではないが O

波の増加を認めた。ラベンダーによる脳波変化について

は， Klemm らは ei 皮カf増力目した3）としまた山口らは α1

及びα2波，特に α2 - 1波帯域 (10 ～11. 4Hz ）で出現

量が多かったとし，この結果について被験者の緊張が緩

和ないし抑制されたと考察している。ラベンダーの匂い

の睡眠促進効果については，ラベンダーオイルを封入し

た人工繊維を用いた寝具で被験者に寝てもらい睡眠ポリ

グラフを記録した結果，深睡眠とレム睡眠が増加したと

報告している 23 ）。本研究の結果ではラベンダーは，匂い

刺激中は α2波帯域の増加から緊張緩和もしくは抑制作

用を示し， 30 分後には 0 波が増加することから覚醒度

の低下つまり催眠作用をきたしたと考えられる。YEP

においても短長潜時成分における潜時延長，振幅減少つ
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まり抑制所見が匂い刺激中から後15 分から30 分まで持続

しており，これらのことから，ラベンダーの匂いはまず，

緊張抑制作用をきたし 匂い刺激終了後も時間経過とと

もに鎮静催眠効果をきたすことが示唆された。

ペパーミントに関する報告としては小森らは， 50

mg/kg のペントパルピタールを腹腔内に注射し睡眠させ

たラットに香りをかがせて睡眠時間の変化を調べた結果，

ペパーミントではラベンダーと同様に睡眠時間を延長さ

せたμ）としているが， Klemm らはペパーミントが安静

覚醒時のヒトの 0 波を減少させた3）とし，木ノ桐は AEP

と脳波で覚醒度を上昇させた 13 ）と報告した。 Pietro らは

stage 2 の睡眠中のヒトに0.26mg/ £のペパーミントの

匂い刺激を与え， EEG 上，覚醒時 EEG に似た high

frequency EEG burst の出現率が匂い刺激中に有意に増加

したとし，自律神経系に対しては心拍数の有意な増加，

筋電図の有意な減少がみられ 覚醒度については匂いの

有無で有意な変化はなかった25 ）としており，文献的には

ペパーミントの覚醒度上昇作用の有無については現在の

ところ一致した見解は得られていない。本研究でもペ

パーミントの匂い刺激中に α波の減少と p波の増加と

ともに 8 波増加が認められており，覚醒度の上昇を示す

とは言い難い。 Itil は向精神薬に基づく脳波変化の型を

6 型に分類したが，このうち α波の減少と徐波及び速

波の増加を特徴とするものを thymoleptic type とし，抗

うつ薬が該当することを示した26,27 ）。本研究でのペパー

ミントによる匂い刺激中の脳波のパターンは前述の分類

によると，抗うつ薬の示すパターンに該当する。 VEP

ではペパーミントの匂い刺激中，長i替時成分の潜時延長，

短長潜時の振幅減少を示し大脳皮質における抑制作用を

示しており，このことからも，ペパーミントの匂いは

thymoleptic effect を示すことが考えられた。

ラベンダー精油は酢酸リナリル28) ペパーミント精油

はメントールが主成分29 ）であり，これらの芳香化合物は

血液脳関門を通過しやすく 中枢神経系への親和性が強

いお）ことから，直接中枢神経系に対し作用を及ぼすこと

が考えられるが，それぞれの特異的な薬理作用はまだ不

明である。本研究では低用量の精油を吸入によって与え

たため，血液中に移行した匂い物質は微量であると推測

され，本研究での，ラベンダーおよびペパーミントの匂

いは，嘆覚系を介して VEP および脳波に影響を及ぼし

たと考えられた。

嘆覚情報は現在，旧世界ザルで確認されているところ

によると，嘆球を出て前梨状皮質，扇桃体，中隔側坐核

などの辺縁系に入力し①視床（背内側核）を経由し眼寓

前頭葉の嘆覚領 CPOF (centroposterior orbitofrontal cor-

tex ）へ到達する経路，②視床を経由しないで LPOF

(lateroposterior orbitofrontal cortex ）へ到達する神経路，

③外側視床下部に至る経路がある 18 ）。また，網様体への

嘆覚性入力についてはおそらく内側前脳索を介して中脳

網様体に終止するという 30 ）。

嘆覚系では嘆上皮においても，ある程度の匂いの識別

が行われており 31 ），ラベンダーとペパーミントの匂いが

嘆上皮から眼寓前頭葉嘆覚領に達するまでにも識別され，

それぞれ VEP と脳波に対して異なる作用を呈したと考

えられた。

これらのことから，匂い刺激が中脳網様体に入力し，

上行性網様体賦活系に対し抑制あるいは賦活作用を及ぼ

し，その結果脳波の徐波化あるいは速波化をきたしうる

ことが考えられる。しかし網様体賦活系はノルアドレナ

リン系，セロトニン系，アセチルコリン系， ドーパミン

系ニューロンが同定されている 32 ）が その正体は未だ不

明であり，本研究の脳波結果も，特にペパーミントにお

いては速波化と徐波化が併存しており，単一の系の

ニューロンの刺激というだけでは説明できず，上記以外

も含め複数の神経伝達物質が関わっている可能性がある

ものと思われる。

また，視床核と視床網様核との間にある程度まで相互

的な連絡関係が成立している 29 ）ことから， VEP におい

ては，皮質下では視床特殊核である外側膝状体において

視床背内側核より視床網様核を介して嘆覚性入力をうけ

抑制の作用が生じたと考えられる。網膜及び外側膝状体

における抑制性の神経伝達物質は GABA であり，外側

膝状体細胞から膝状体周囲網様核の神経細胞を通して

フィードパック抑制のかかる系がありこの抑制系神経伝

達物質もやはり GABA である 33 ）という。また視覚皮質

にあるニューロンの 5分の 1 はGABA ニューロンであ

ること 33 ）から，本研究においてはペパーミントの匂い刺

激は皮質視中枢，ラベンダーの匂い刺激は皮質下の視床

（外側膝状体）から皮質視中枢にかけての視覚性神経伝

達を， GABA を介して抑制したものと推測された。
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The effect of odors of lavender and p叩permint on the human VEP (Visual Evoked 

Potential) and EEG 

Yumiko Izaki, Michiko Kinogiri, Sachiko Miki, Kazunari Yamanishi and Takumi Ikuta 

Department of Neuropsychiatry ,School of Medicine , The Universi 勿ofTokushima ,Tokushima 

(Director : Prof Takumi Ikuta) 

SUMMARY 

The effects of the two kind of odors, Lavender and Peppermint, on the human VEP (Visual 

Evoked Potential) were studied with 15 healthy male subjects aged 22 ～39 years. EEGs containing 

VEPs evoked by flash stimuli once every 5 sec were derived 企om the two derivations (2 ch : 0 l→ 

A 1+2, 5 ch: 0 1→ Cz) and recorded on magnetic tapes. Reproducing the tapes, VEPs with 1024 

msec of analysis time were obtained by averaging 100 陀 sponses ，組d EEGs were subjected to 出e

frequency analysis. In each experimental session, EEGs containing VEPs were recorded before, 

during and 15 and 30 minutes after the inhalation of air containing odor. Consecutive changes were 

observed with group mean VEP. lndivisual VEPs were subjected to 白e component analysis, and to 

the statistical assessment toge 出er with EEG frequency analysis. The following results were obtained. 

1 . During and after 凶 1alation of Lavender, latencies of the short and long latency components 

increased, and peak-to ・peak amplitudes decreased significantly . In EEG, the power % ofα2 

frequency band increased, and then that of 0 increased significantly with EEG slowing . These findings 

indicate that Lavender inhibits the visual system on the lateral geniculate body and visual cortex, 

probably through GABA neuron system .The effect of Lavender on CNS might be relaxation at first, 

組 d then up to sedation. 

2 . During inhalation of Peppermint, the latencies significantly increased and the peak-to -p eak 

amplitude significantly decreased with the long latency components of VEP, but not those of short 

latency components. These findings indicate that Peppermint does not inhibit the visual system at the 

subcortical level, and the inhibitory effect on CNS is mild, moreover it might have some effect of the 

thymoleptic. 

Key words : visual evoked potential, EEG, odor, lavender , peppermint 


